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キーワード：マルチメディアと教育，国際発表技術 
 
１．研究計画の概要 
 
インターナショナル・オーディエンス  
(international audience) を相手に行う発表の

準備を助けるコースウェアの開発を目的とし

ている。教室の中だけではなく、遠隔からで

も学べるように、多くのマルチメディアコン

テンツが含まれたウェブ配信内容とする。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 
平成１８年度から、国際発表技術を紹介す

るマルチメディアコンテンツとCAIシステム

（ドリル、試験、学習記録、記録バックアッ

プ）を開発し、信州大学工学部の英語プレゼ

ンテーション授業等の教員と学生に使用して

もらっている。学会発表の申し込み、発表準

備、発表練習、発表当日の心得について内容

を分けて作成している。実際に国際学会で発

表する学生の協力を得て、発表原稿作成、練

習風景、渡航、学会参加の模様を写真とビデ

オで記録し、教材に使用している。 
 オーサリングツールで設計したマルチメデ

ィアページ内容をコースウェアコンテンツ配

信用サーバで公開している（http://sakura.cs
.shinshu-u.ac.jp/pauline/work/avasys/c1v3/c
1v3.html）。視聴覚生涯をもっている学習者の

ために教材、ドリル、試験に工夫（テロップ

等）を加えている。 
 コースウェアの利用者にアンケートで評価

をしていただきビデオ内容は好評であること

が確認されたが、遠隔で学習するユーザには

まだ配信トラブルが起きるため配信方法の調

査を続けている。 
 開発しているマルチメディアコンテンツの

特徴を紹介ディスクにまとめ、http://sakura.
cs.shinshu-u.ac.jp/pauline/work/avasys/t15/
t15.htmlで公開している。 
 多くの英語教員にマルチメディアコンテ
ンツの作成作業に参加していただくために、
マルチメディア教材の作成チュートリアル
をまとめている。本研究で作成したコンテン
ツをサンプルに使い、それぞれの設計と実現
方法を載せている。 
 
 
３．現在までの達成度 
 
② 
 
当初予定していたコンテンツとＣＡＩシス
テムの開発は順調に進んでいるが、遠隔で学
習するユーザに配信トラブルの課題が残り、
これを解決すればコースウェアのオープン
化までスムーズに進むと考える。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
ビデオ配信がスムーズに行われないインタ
ーネット環境のためにコンテンツのＤＶＤ
化を行う。コンテンツとＣＡＩシステムの紹
介用のプロジェクトサイトを開設する。教員、
学生に協力してもらい、総合評価をアンケー
トで実施する。 
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